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トピック：１

公共図書館の利用者は
　　市民の2割といわれている
残りの８割の市民にとっては不要な施設なのか？
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公共図書館の利用「登録」者
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公共図書館利用登録数の人口に占める割合

登録 未登録

文部科学省「諸外国の公共図書館に関する調査報告書」より

33.5％



誰がどのくらい
　公共図書館を利用しているのか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三根慎二（三重大学 人文学部） 上田修一（立教大学 文学部）

4. 結論

本研究の結果から，

1)公共図書館の頻繁利用者は 14%程度

2）図書館の利用には，継続性が見られ，頻繁利用者，中間利用者，非利用者がいる

3）公共図書館の利用と関係が見られた伝統的な要因は，本研究においても多くは

　有意であるが一部には有意差はないことがわかった。

　今後は，多変量解析等を行うことによって，図書館の利用頻度と各種変数との

　相互関係を分析する。
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✖　２割の市民しか「使わない」施設

〇　２割の市民しか「有効に使えない」状況
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施設の問題か？市民の問題か？



・貸出、返却サービス
・予約サービス
・リクエストサービス
・レファレンスサービス（文献複写、相互貸借）

・ビジネス支援
・医療情報サービス
・デジタルコンテンツ提供
・メイカースペース
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ご存じですか？
　　公共図書館の様々なサービス



・あなたは、どう使っていますか？

・伊勢市民の図書館の利用は
　　　　　　どう見えていますか？

・利用した方がよいのでしょうか？
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Q：図書館の利用について考える



トピック：２

市民が
　「情報拠点」である図書館を
　　　　有効活用できるように
公共図書館を有効に使える市民を育てるために
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図書館は地域の情報拠点
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学校図書館のアドバンテージ

即効性

•学びの場で
指導が入り
やすい

網羅性

• 全児童生徒、
教職員がも
れなく利用
者

必要性

•学習指導要
領に活用が
明記されて
いる

確実性

• 教科学習と
の連動によ
る活用の場
の担保
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学校図書館からテコ入れする理由

公共図書館の
非来館者にも
リーチできる

子どもたちの
図書館活用能
力が向上する

図書館活用能
力を獲得した
層が厚くなる

未来の図書館
利用者像が確
実に変わる



学校図書館が機能していることが前提
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家庭教育
学校教育

（学校図書館）

社会教育

（公共図書館）

図書館を有効活用できる市民への
　　　　　　　　　　　　　　道筋
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実証開始
令和6年度

下半期

• 実証

• 本格稼働
準備

令和7年度 本格稼働令和8年度

伊勢市の学校図書館の
　機能強化の方向性を探る実証事業

伊勢市の学校図書館の機能強化の方向性を探る実証事業



ところが学校図書館は
　　　　　　　多くの課題を抱える

物がない

• 資料
• 予算

人がいない

• 司書
• 司書教諭

場がない

• 時間
• 機会

量的にも質的にも
使える

基本機能を支えるための 時間のある

基本機能まわせる

人と物がそろった
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「物がない」は本当か？

年間の資料費の平均　　　　　
　　
　小学校　約48.4万円

15「2023年度学校図書館整備施策に関するアンケート」全国図書館協議会(SLA)2023/6　　　　　



令和6年度　教科書が変わりました

 国語科教科書の掲載資料

 合計　￥957,120

16 光村図書「国語」　　教材末掲載資料　￥529451　＋　巻末付録掲載資料　￥427669



「学校図書館図書標準」
　　　　　というものがあります

• 古い情報、汚損資料を廃棄

• 新鮮で必要な情報を入れる

新陳代謝分

基本図書

＝学校図書館図書標準

学校図書館図書標準の想定
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予算がない学校図書館の蔵書遷移

• 大幅な蔵書不足

• 魅力のない蔵書

基本図書

• 廃棄資料の停滞

• 見かけの充足

新陳代
謝分

使えない

資料

基本図書

＝学校図書館図書標準

事例　① 事例　②

18



「人がいない」は本当か？

9.7

59.1

31.2

小学校司書配置率

常勤配置 非常勤配置 未配置

10.9

53.2

35.9

中学校司書配置率

常勤配置 非常勤配置 未配置

11.3

58.6

30.1

小学校司書教諭発令率

減免有発令 減免なし発令 発令なし

12.1

51.8

37

中学校司書教諭発令率

減免有発令 減免なし発令 発令なし

令和２年度「学校図書館の現状に関する調査」文部科学省総合教育政策局（令和2年5月1日現在）19



司書教諭と学校司書

司書教諭
図書館や

情報を活用

した授業

学校司書
教育活動に

資せる学校

図書館運営
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「場がない」は本当か？

94%

6%

授業日数のうち開館日の割合

（小学校）

開館 閉館

令和２年度「学校図書館の現状に関する調査」文部科学省総合教育政策局（令和2年5月1日現在）

学校には、学校図書館を設けなければ
ならない。（学校図書館法第三条）
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トピック：３

伊勢市は
　どんな図書館＝知の情報拠点を
　　　　　　　　　　目指すのか？
伊勢市子ども読書支援プロジェクトの方向性を決めるのも、

伊勢市の図書館行政の方向性を決めるのも、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべてそこが基本
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ところで、
　　　　本があれば図書館なのか？
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現代の図書館
　　　　＝アナログとデジタルへの拡張

図書館

アナログ

資料

•本

•新聞

•雑誌

公共空間

• 閲覧コーナー

• キッズスペース

• 学習室

蔵書管理

•基本カード

広報

•チラシ

•ポスター

図書館

デジタル

資料

•電子書籍

•電子ジャーナル

•デジタルアーカイブ

•データベース

公共空間

•メイカー
　　スペース

•ラボ

蔵書管理

• OPAC

• ICタグ

広報

• HP　・SNS

•デジタル
　サイネージ
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子ど
も

本

書籍 電子書籍

情報

アナログ
情報

デジタル
情報

人

近くの人遠くの人

コミュ
ニティ

近くのコ
ミュニ
ティ

遠くのコ
ミュニ
ティ
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GIGAスクールで
子どもと情報の
「つなぐもの」がかわった
　　　　　　　　ふえた



子ど
も

本

OPAC

ネット
書店

書評サ
イト

情報

インター
ネット

データ
ベース

デジタル
アーカイ

ブ

人

チャットメール

コミュ
ニティ

ウェブ会
議システ

ム

GIGAスクールで
子どもと情報の
「つなぎかた」がかわった
　　　　　　　　ふえた
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・どんな図書館が必要なのだろう？

・どんな図書館がよいのだろう？

・そのためには何が必要なのだろう？

・そのためには
　　　何をしなければならないのだろう？
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Q：伊勢市の図書館について考える



事例はすでに、全国に数多くある
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伊勢市の方針が決まると、参考とすべき事例も決まる

多くの事例を見ると、伊勢市の方針も見えてくる


